
校 長 あ い さ つ 

                                        瑞穂小学校長 

 

今年度は、満開の桜のもとでの新学年スタートとなりました。まさに「春爛漫」という言葉がぴ

ったりの季節となりました。瑞穂小学校でも、新しい春を迎えました。 

４月７日の始業式では、新しい友達や先生方との出会いがあり、子どもたちそれぞれに胸をはず

ませて、今年度の学校生活が始まりました。 

また、４月９日の入学式では、３１名の新入生を迎え、全校児童２１７名１２学級という体制で

今年度スタートしました。 

進級した２～６年生には、「あいさつと返事」に取り組み「優しい心」で生活すること、また、

入学した新入生には「３つの大切な言葉」について話しました。以下のあいさつのキーワードは、

子どもたちによく浸透していると思います。 

あ… あかるく  い… いつでも  さ… さきに  つ… つづける 

学校は安全で楽しいところです。友達や先生方と積極的にコミュニケーションをとり、学校生活

をより充実させてほしいと思います。 

 

本校の学校教育目標は、「心豊かで たくましく生きる 児童の育成 ～みんな輝け瑞穂の子～」

です。そして、目指す児童像を「自立・共生・挑戦」の３つの視点から、 

「進んで学びよく考える子 明るく豊かな心をもつ子 元気でたくましく行動できる子」として

います。 

そのためには、瑞穂小学校で働く教職員が心身ともに健康で、仕事に魅力を感じ、生き生きと励

むことが大切と考えます。 

瑞穂の子どもたちが健やかに成長できますように、ご家庭や地域の皆様とともに本校の教育活動

を推進してまいります。今後とも、皆様のご理解・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 


